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　第 　 ９　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

出　席　者 今井文彦 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ ○ L伊賀保夫第１副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ L進藤義夫第２副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ

○  L　池田 和司　委員長 ○  L　山本 康弘　副委員長 ○  L  瀧川 清人 副委員長

○  L　中野 克行　委員 ○  L　権藤 理俊　委員 欠  L　千原 曜　　委員

欠  L　阿部 清彦  委員 欠  L　有賀 靖典　委員 ○  L　伊藤 一美　委員

欠  L　山浦 晟暉 ○  L　脇村 孝友 欠  L　元田 秀治

欠  L　中江 勁 ○  L　家喜 凱雄 欠  L　田中 貴一

○  L　大石 誠  L　中村 安次

1 開会挨拶 Ｌ 山本 康弘

2 委員長挨拶 Ｌ 池田 和司

3 ＬＣＩＦｴﾘｱﾘｰﾀﾞｰ（東日本担当）元地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ・名誉顧問 挨拶 L　大石 誠

4 第１副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ・短期ﾋﾞｼﾞｮﾝ委員会委員長 挨拶  L　伊賀保夫

5 審議

6 閉会挨拶 Ｌ 瀧川 清人

①

②

③ L伊賀保夫 第１副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ・短期ﾋﾞｼﾞｮﾝ委員会委員長

法人化は重要な案件であり、例えば年次大会で過半数を獲得すれば良いという認識

慎重な議論と情報開示が必要だ。

挨拶

３３０−Ａ地区メンバーの法人化についての理解が充分ではない印象がある。

法人化実現に向けて、キャビネットと委員会の連携を深めながら進めて頂きたい。

で臨むと禍根を残す可能性がある。様々な課題や各クラブからの質問に対して

※出欠返信が未着のメンバーは空欄としております。

次　　　第 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　副委員長 Ｌ 山本康弘

Ｌ池田和司 組織連携・法人化推進委員会委員長

法人化推進が重要な段階に入っている。一つ一つの課題と丁寧に向き合い検討する

べきだ。関係各位の一層の理解と協力を頂きたい。

 L大石誠 ＬＣＩＦｴﾘｱﾘｰﾀﾞｰ（東日本担当）元地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ・名誉顧問

組織連携・法人化推進委員会

 L　池田 和司

　２０１９年 　２月　８日　金 曜日　　　　１６　時　００　分　～　１７ 時　３０　分

　株式会社東京富士カラー ７階会議室

　出席オブザーバー



1

ﾛﾊﾞｰﾄ議事規則の周知と学習の必要性についての発言があった。

2

3

4

5 次回会議日程について

３月８日（金）１６時よりキャビネット事務局大会議室で開催予定

①新法人の定款と組織図の承認 ②新法人設立の今後の方向性と手順については、

引き続きの検討を行う件がL山本副委員長より報告がなされた。

その他

定款案第１３条２項（社員総会の於ける各ｸﾗﾌﾞ社員の保有する議決権数）について

次回委員会で再検討する方針となった。

法人化に伴う税務問題調査チームより報告事項

「第3回法人化に於ける税務問題会議」が1月15日にｷｬﾋﾞﾈｯﾄ事務局にて開催された。

会議では、第2回会議に引き続いて法人化の手順について意見交換を行い、

330-A地区と(一社)330-A支援会との合併方法については、(一社)日本ライオンズの

法人化事例ﾓﾃﾞﾙを参考に詳細を詰める方針を再確認した件、具体的な税務対策の

Ｌ元田ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰに作成頂いた２２ｸﾗﾌﾞへの回答案を共有すると共に、

各ｸﾗﾌﾞへの回答はL池田委員長、Ｌ瀧川副委員長、Ｌ有賀委員、Ｌ元田ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、

L田中ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副会計に担当頂くことになった。

また、回答書取り纏めは３月開催予定の「ｸﾗﾌﾞ会長会」開催１週間前迄とし、各ｸﾗﾌﾞへの

回答手順については今井ｶﾞﾊﾞﾅｰの方針に委ねることとした。

ｱｸｼｮﾝが必要」。というﾙｰﾙがある事から（役員必携101ﾍﾟｰｼﾞ)

定款案の各クラブからの回答書について

「330-A地区法人化に於ける定款案確認のお願い」文書を各ｸﾗﾌﾞに再度発信した結果、

１９９ｸﾗﾌﾞのうち１２２ｸﾗﾌﾞより回答書が届き、そのうち３４ｸﾗﾌﾞから質問があった。

Ｌ池田委員長、Ｌ瀧川副委員長、Ｌ有賀委員、L吉田宗一郎ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、Ｌ山本出席のもと

議　　　題 審議経過事項の概要

臨時第1回キャビネット会議報告

１月28日臨時第１回ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ会議に於いて当委員会からの提出案件である

「法人化の対象は何か？」というＬ佐久間ＧＬＴｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの質問をはじめ、闊達な議事が

現ｷｬﾋﾞﾈｯﾄに一任したい。の２点について協議が行われた。

進行したが、議決が行われなかった経緯についてＬ池田委員長より報告がなされた。

また、ﾛﾊﾞｰﾄ議事規則では「提出された議案に議長は採決をしなければならない」。

「議長は意見を発表してはならない」。「緊急動議にはｾｺﾝﾄﾞをつけ、議題を計るか否かの

No.2


